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その後琉球政府の文書は大きくつに分かれたのです｡
つは､ 国に行く業務がありますから､ 裁判とか､ 税関とか､ ある
いは労働監督関係とか そういうものは､ それぞれを所轄する国の省
庁に行って､ もうひとつは､ いわば現用ですね｡ 沖縄県になったからといっ
て､ 行政は継続ですから､ 即すべての文書が不要になるわけではないので､
そのまま持っている文があります｡ 最後に､ 保存期間が満了して､ 現用性
のないもの､ 本来なら廃棄しているはずだけれども､ やはり琉球政府とい
う､ 日本の歴史にも例のない､ これからもないであろう政府の文書を残し









た沖縄県公文書館 (仮称) 建設検討委員会での検討を経て､ 平成年度末







富永：実質年間です｡ かなり急がされてしまいました｡ だから､ やり残
しもたくさんあると思います｡
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富永：そうですね｡ 本当にラッキーだったのですが､ 当時は公文書館法も
すでにできていましたし､ 新設館の床面積も拡大していく時期だったので
す｡ それで､ 一番モデルになったのは､ 神奈川県です｡ 神奈川県の公文書
館がなければ､ われわれもこういうかたちではできていないと思います｡






















る｡ そうすると文書 (もんじょ) 館の機能も兼ねていらっしゃる｡


















それはなぜかというと､ 図書館に対する批判として､ ｢金太郎飴だ｣ と
いうのがあります｡ どこの図書館に行ってもベストセラー本があって､ 小
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うに､ 県の文書を中心に､ 収集に努めなさい｣ という方針が出たのです｡



















全部網羅して分類することができるし､ また､ ｢文庫｣ という形で出処を




















も取ってこられる｡ そうすると､ 前もって抽斗､ つまり分類を全部用意し
ておいて､ この資料はこちらの抽斗､ あの資料はあちらの抽斗､ という具
合に､ これは自由にできるわけです｡ 私文書はむしろ､ そういうやり方が
向いているのです｡
佐道：琉球政府時代の文書というのは､ 保存状態はどういう状況なのです
































書を見せてもらったのです｡ ｢リストはありますか｣ と聞くと ｢ない｣ と｡

















継いで､ 所定の年限をそこに保管するのです｡ 保存期間が満了すれば､ ど
うしても延長して保存する必要があるものやルーティン的なものを除き､
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に評価選別をしてその一部を残すというようなことをやっている｡ われわ
れの評価選別の考え方は相対評価なのですが､ 公文書館に受け入れる分母











るのは本庁の知事部局の課だけです｡ 出先については､ 当時､ 宮古と八重
山の両支庁があって､ ミニ県庁のような存在でしたが､ そこは本庁の文書
主管課の監督を受けずに､ 独自の権限で文書管理を行っていました (現在
は､ 支庁廃止により､ それぞれ宮古事務所､ 八重山事務所として本庁各部
の出先機関の ｢寄り合い所帯｣ となっている)｡ 平成年度から県文書受
入れの担当になったもので､ 出張っていって調査をしたり､ 引渡し促進の
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富永：そうですね｡ 文書をきちんと整理して､ その情報を把握している課








ての規定は､ 当時知事部を除く県の実施機関では､ 教育庁､ 病院事業局､
そして企業局のつでした｡ あとは明文化されていなかったのです｡
佐道：そうですか｡
富永：それでも ｢営業｣ をかけて､ 例えば人事委員会や労働委員会から文







ルが高い､ とは思いません｡ というのも､ 私が別のところでぶつかってい
る壁は､ ｢保管文書のリストがない｣ ということなんです｡ 最初にリスト
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富永：さすがだなと思いました｡ あそこは文書管理が一番厳しいらしいで










ころとちょっと違って､ 時に命を賭けての仕事でしょう､ 大変ですね｣ と｡
｢そういう事実や記録が後輩たちにも､ 将来の県民にも残らないとしたら､












で､ それほど壁が厚いとは感じていないのですね｡ ※ (残念ながら､ 交通
ルール変更についての重要文書は残存していなかったが､ 保存期間を満了
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して廃棄する県警本部の文書を公文書館指定管理者へ引渡すことについて
は､ その後訓令で明文化がなされた｡ ｢沖縄県警察における文書の管理に

































のがわかるんですね｡ ただ､ 私一人で活動しているので､ 効果があるとし
ても､ 全体からすればほんのわずかずつでしょうね｡
大勢を相手にする､ ということは従来やっているんです｡ 人収容可
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能な県庁の講堂に国立公文書館から専門家を呼んで｡ そのときは､ 熱のこ
もった講演に聴衆も高揚するんですけど､ 行政職員の実際の行動の変化に
結びつくかというと､ なかなか難しいですね｡ たとえば､ 法律が変わると
いうことなどは一つの契機になるのかもしれませんが｡
私の場合は､ いま､ ピンポイントなやり方しかできなくて､ 相手の担当
者が替われば､ その新しい人とまた交渉を始めるわけです｡ ただ､ 引渡し
癖というのがつくようで､ 平成年度にはじめての引渡しがあった県企
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まあ､ 年ですべてが急に変わることはありませんが､ それでも継続し
ていくと､ 昨年､ あるいは一昨年アプローチ開始した仕事が､ 回り回って
今年の成果になる､ ということが､ 担当年目ごろからだんだんと見えて











うのはそれが楽だからですね｡ 楽､ といっては変ですが､ 業務が忙しく､
文書管理に手がまわらない､ だからそのまま文書を置いておくうちに何だ
か古い文書がずいぶんと残っている､ という話になるんですね｡ 逆に廃棄

















らったんですが､ 話をしながら､ 相手が ｢どこまでの作業ならできるのか｣
という判断をするわけです｡ そしてこちらからある程度のサポートを入れ
















くるから､ その建物のフロアを確保してやろう､ というものでした｡ ひ
とつのフロアは琉球政府文書のため､ もうひとつのフロアは､ アメリカで
琉球列島米国民政府 (	) の文書を収集するからそのために確保す





です｡ そこで彼らが頑張った｡ そこで､ いまのこの場所に用地を確保して､
それから旧自治省のふるさとづくり事業も活用し､ いまの形で建物ができ





理が働いたのではないか｡ それで､ 専門員は一時期名いましたが､ 県





















事部局のみおさえている､ とか､ あるいは教育庁のみ､ とか｡
以前､ 茨城でお話をうかがった中で興味深かったのは､ 茨城の歴史館は




ているか､ と問われれば､ たいていは半端なんだと思います｡ ｢ハーフ・
アーカイブズ｣ であって､ ｢フル｣ ではないんですよ｡
佐道：日本の場合は､ ほんとうにそうなんですよね｡
富永：たぶん､ 神奈川だけはきちんとしていて､ 県立公文書館条例で ｢県
の機関は､ その保存する公文書等が現用でなくなったときは､ 速やかに当
該公文書等を公文書館に引き渡さなければならない｡｣ と定めているんで
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佐道：深刻ですね｡
富永：はい｡ 毎年大量の文書が公文書館にかかわりなく､ 組織的に廃棄さ


















文書 (もんじょ) 館界､ 公文書館界というのは､ ある意味では図書館をお
としめることで自分達の地位を上げようというキャンペーンを張ってきた
といえるんじゃないでしょうか｡
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中で図書館の領域を浸食してきたのではないか｡
ところが､ ｢じゃあ文書は文書館で｣ といった場合､ ｢それではおたずね
しますが､ あなた方は受け皿としてどのくらいの資源を持っていますか｣
と問うたとします｡ ｢いやあ､ 都道府県でくらい､ 政令都市や市町村を
あわせても全国でいくつくらいです｣ というサイズの世界ですよね｡
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佐道：どこにお話を伺いに行っても ｢いやあ､ 頭が痛い問題で｣ というの
は皆さんお話になるのですけれど､ 多分これはサーバーを別にきちんとし


















































































































ぐらいから､ ｢これは｣ と思う文書については､ 総務課を通じて文書のリ
ストを出させて､ 空き教室に入れたりして残しているそうです｡ それから､
沖縄市の市史編さんの人たちが､ これは選別せずに倉庫に入れているのを
見ました｡ ｢これは後から選別します｣ ということで､ 市庁舎の地下の倉
庫のような天井の高いところに天井まで積み上げているのを前に見たこと
がありますし｡
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